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① 会社概要



会 社 名 

資 本 金 

社 員 数 

本 社 

事 業 内 容  

ユーザーローカル会社概要
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ビッグデータ・AIを活用した 
マーケティング分析サービスを開発・提供

株式会社ユーザーローカル 

531百万円 

37名（臨時雇用含まず） 

東京都港区芝5-20-6
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代表取締役     伊藤 将雄 

取締役COO    渡邊 和行 

取締役CFO    岩本 大輔

マネジメント・チーム

最高技術責任者 三上 俊輔 筑波大学大学院システム情報工学研究科
コンピュータサイエンス専攻修了

千葉大学法政経学部卒業 
楽天(株)を経て現職

中央大学大学院戦略経営研究科修了 
楽天(株)、メタウォーター(株)を経て現職

早稲田大学大学院国際情報通信研究科修了 
早大政経学部卒業後、(株)日経BP、楽天(株)、
みんなの就職(株)を経て大学院在学中から現職

早大法学部卒業後、(株)CSK、楽天(株)執行
役員などを経て、YJキャピタル(株)取締役、
ヤフー(株)執行役員など現任

取締役(社外)   小澤 隆生
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② 当社事業内容
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企業のマーケティング活動を支援する 
ビッグデータ解析サービスを提供

ソーシャルメディア 
分析・運用ツール

ヒートマップ対応 
ウェブ分析ツール
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チャットボットで 
顧客対応業務を自動化

メディア運営者 
特化型分析ツール

企業のマーケティング活動を支援する 
ビッグデータ解析サービスを提供



UXを測定するウェブサイト解析SaaS
ユーザーインサイト

※UX…ユーザーエクスペリエンス。Webユーザーがサイトを通じて得られる体験(experience)の総称。

※SaaS…Software as a Serviceの略であり、利用者がインターネットを介して必要な情報システムに係る
サービスを受けるクラウドコンピューティングの一形態。ソフトウエアをダウンロードすることなく利用可能。

https://ui.userlocal.jp/9

https://ui.userlocal.jp/
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SNSデータを分析するソーシャル解析ツール

SNSマーケティングに 
必要なデータをカバー

ソーシャルインサイト

https://social.userlocal.jp/

https://social.userlocal.jp/
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国内各媒体のヒット記事の反響を自動分析

メディアインサイト

メディア業界に特化した分析ソリューション

http://media.userlocal.jp/

http://media.userlocal.jp/
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サポートチャットボット

ユーザーサポート業務を自動化するAI

https://ai.userlocal.jp/

24時間リアルタイム応答で 
業務効率化とユーザー満足度向上を支援

https://ai.userlocal.jp/
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③ 決算概要 
2018年6月期第2四半期実績



2018年6月期第２四半期（累計） 業績サマリー
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売上 

経常利益 

四半期純利益

528百万円 

254百万円 

160百万円

(※457百万円 15.5%増)

※カッコ内は前年同期

(※191百万円 33.1%増)

(※129百万円 23.6%増)
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④ 決算の状況 
2018年6月期第2四半期実績
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（単位:千円）
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2018年6月期第２四半期 実績 
（経常利益・経常利益率） （単位:千円）
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2018年6月期第２四半期 実績 
（当期純利益・当期純利益率） （単位:千円）
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2018年6月期第２四半期累計期間 
 実績（PL・CF） （単位:千円）

平成29年６月期 
第2四半期（累計）

平成30年６月期 
第2四半期（累計）

売上高 457,249 528,085 

売上総利益 405,200 486,648 
（売上総利益率） 88.6% 92.2%

経常利益 191,360 254,782 
（経常利益率） 41.9% 48.2%

当期純利益 129,916 160,521
（当期純利益率） 28.4% 30.4%

EPS 38.06円 44.25円

営業活動によるキャッシュ・フロー 133,634 176,943 

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 42,550 △ 7,886

財務活動によるキャッシュ・フロー - 2,100 

フリー・キャッシュフロー 91,084 169,057 



2018年6月期　第２四半期末 
 実績（BS）
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（単位:千円）

平成29年6月期末
平成30年6月 
第２四半期末

流動資産 1,975,486 2,144,832 
現金及び預金 1,873,339 2,044,496 
売掛金 76,882 69,749 

固定資産 90,854 92,213 
有形固定資産 39,283 41,957 
無形固定資産（ソフトウェア） 1,256 886 
投資その他の資産 50,314 49,369 

資産合計 2,066,340 2,237,046 

流動負債 215,347 223,432 
未払法人税等 72,206 102,634 
前受金 81,272 69,045 

固定負債 - -

純資産 1,850,992 2,013,614 
資本金 529,507 530,557 
資本剰余金 514,507 515,557 
利益剰余金 806,978 967,500 
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⑤ 今期ハイライト



2018年6月期ハイライト
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機械学習分野 
研究開発

チャットボット分野

ディープラーニング 
研究開発 2月 自動車画像加工AI

7月 言語処理エンジン提供 

11月 未来予測サービス提供開始

サポートチャットボット販売強化
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チャットボット製品を販売中
ビッグデータを機械学習させ、新たな価値を提供

会話ログが蓄積されることで、どんどん賢くなる



24

いろいろな業種・業務に採用
EC・予約サイト

業務マニュアル

社内問い合わせ

ヘルプデスク インフラ

マーケティング
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リクルート運営「ホットペッパーグルメ」に 
自然言語処理エンジンを提供開始

レストランに関するレビューの特徴を可視化
https://textmining.userlocal.jp/

https://textmining.userlocal.jp/
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時系列予測サービスを提供開始

過去のデータから未来の動きを予測する

○○県でのほうれんそう価格推移

https://mirai.userlocal.jp/

https://mirai.userlocal.jp/
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⑥ 今後の戦略
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これから起こる国内生産人口減少に 
対応するため、データ・AIを利用した 

生産性の向上や自動化を推進

人工知能分野の研究開発へ注力

研究開発体制を強化して 
次世代サービスの創出を目指す
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既存製品

ビッグデータ + 機械学習・ディープラーニングでより高度なAIを
ビッグデータから人工知能へ

サイトUX測定

SNS運用支援

自動応答

経営支援画像認識パーソナライズ

展開可能性領域

コンテンツ評価

集計/可視化 文章自動作成営業自動化

既存製品を高度化
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ディープラーニングを活用した 
ソリューションを提供開始

クルマを画像認識し自動加工するAIを開発

元画像 各車体を検出 匿名化加工

https://car-ai-web.userlocal.jp/

https://car-ai-web.userlocal.jp/
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他分野でも 
画像認識サービスを開発中

利用者が増えるとデータ蓄積、フィードバック増により、 
AIアルゴリズムの精度が向上する



先行投資

先行投資 利益貢献

先行投資 利益貢献
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2015/6期

製品のライフサイクル

ディープラーニング製品

2009/6期

2017/6期

2012/6期

チャットボット製品

2018/6期

先行投資 利益貢献

先行投資
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売上高 1,064百万円 （10.1％増）　 

営業利益 408百万円   （6.0%増） 

経常利益 408百万円   （8.1%増）　 

当期純利益 265百万円   （1.7%増）

2018年6月期の業績見込み
ビッグデータから人工知能事業 
への飛躍のための投資時期
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ビッグデータ×人工知能で 
世界を進化させる

ユーザーローカル 経営理念
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本資料にかかる注意事項
• この資料料は投資家の参考に資するため、株式会社ユーザーローカル（以下、当社）の
現状をご理理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。 

• 当資料料に記載された内容は、一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当社
が合理理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが､経営環境の変化等の
事由により､予告なしに変更更される可能性があります。 

• 本発表において提供される資料料ならびに情報は、いわゆる「⾒見見通し情報」（forward-
looking statements）を含みます。  

• これらは、現在における⾒見見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、
実質的にこれらの記述とは異異なる結果を招き得る不不確実性を含んでおります。 

• それらリスクや不不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、⾦金金利利、通貨為替変
動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。 

• 今後、新しい情報・将来の出来事等があった場合であっても、当社は、本発表に含ま
れる「⾒見見通し情報」の更更新・修正をおこなう義務を負うものではありません。


